
鉢形城跡（大里郡寄居町） 築城年代：文明8年（1476年） 、築城者：長尾景春

　　　　縄張図/鉢形城歴史館のパンフレットより



まず、天然の要害である荒川の対岸から本曲輪のエリアを見てみよう/右手に「名勝　玉淀　埼玉縣」と記された標柱が立つ



　　　　　荒川の流れが見えてきた



　　　　　　対岸が鉢形城跡で、中央の絶壁の上部が本曲輪の中心部のようだ/左端が笹曲輪、右手に二の曲輪・三の曲輪と続く



その右手を見たところ/左手の少し川が食い込んでいる辺りは、二の曲輪（左手）と三の曲輪（右手）の間の堀が落ち込んでくる所のようだ



左手を見ると笹曲輪の手前に架かっている正喜橋が見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/1K2EGod-I8M


　　　　その正喜橋の上から鉢形城跡を見たところ/右奥の絶壁の上部が本曲輪の中心部のようだ



さて、ここが鉢形城歴史館/南側の外曲輪のエリアに建っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/mfvOTDWKB7Y


　　　　　　ここが鉢形城歴史館



　　　　これは城内の各所に立っている鉢形城跡曲輪配置図/鉢形城歴史館のパンフレットと若干表記が違っているが、ここではパンフレットに従うとする



　　　これは鉢形城歴史館で展示されている鉢形城跡のジオラマ/南東側から見たところ



さて、鉢形城歴史館から時計回りに、伝大光寺曲輪→大手→伝逸見曲輪→諏訪神社（伝諏訪曲輪）→三の曲輪→伝秩父曲輪
→二の曲輪→本曲輪→伝御殿曲輪→伝御殿下曲輪→笹曲輪→搦手橋→長久院跡→外曲輪へと進んでみよう

　👆
ここから



　ここは鉢形城歴史館の南側を通る連雀小路/この先を左手に入ると鉢形城歴史館



　　振り返って、まず、前方の深沢川を渡って泉水坂へと進む



　　　　　　ここが深沢川に架かる橋



この深沢川を城内への天然の要害として取り込んでいる （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/KKh1W45rXWo


　　　　　　この坂が泉水坂/前方左手が伝大光寺曲輪/右手は伝逸見曲輪



　　　　　　ここが伝大光寺曲輪 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/vpvIz88ZhZg


左手から見たところ



　　斜面の上部から見下ろしたところ



　　　　　これは伝大光寺曲輪から伝逸見曲輪方向を見たところ



正面をアップで見たところ/左手のマウンドは弁天社跡/この伝逸見曲輪の前方奥には三の曲輪（左手）、二の曲輪（右手）が
見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Ev5r_KfYcPQ


　右手を見たところ/深沢川（右下）に沿って土塁が延びている



左手を見たところ/大手から城内に入った伝逸見曲輪（正面）の左手には、伝大光寺曲輪（さらに左手）との間の深い堀が巡る



　　正面が伝逸見曲輪（右手）と伝大光寺曲輪（左手）の間の深い堀



　　反対側からその堀を見たところ/左手が伝逸見曲輪、右手が伝大光寺曲輪



　　　　　　後ろを振り向くと、JR八高線の踏切がある



　　その右手を見たところ/こちらが城の大手（大手口）/前方には鳥居も見える



　　　手前に諏訪神社の標柱が立つ



　　　その右手を見ると、ここが大手口で、伝逸見曲輪への土橋が見える/土橋の両サイドは先程の堀が回り込んでいる



　　　アップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/PsElhIzgZaM


右サイドからその土橋を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/5feASCGbDUw


　　　これは土橋上で左手の堀（みたら池という水堀となっている）を見たところ



こちらは右手の堀を見たところ/前方で左手に折れて伝逸見曲輪と伝大光寺曲輪の間の堀となっている



その堀を反対側から土橋方向に見たところ/右手が伝逸見曲輪 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/TJgLgKnXBUU


　さて、先程の踏切で左手を見ると正面前方に堀跡が見える/その左手が伝大光寺曲輪で、線路が曲輪内を横断している



その堀跡をアップで見たところ/左手が伝大光寺曲輪/なお、正面前方の小高い山が車山と思われる/豊臣軍の本田忠勝が車山から城内
に大砲を打ち込んだことで、北条軍の戦意が失せたと云う/大阪夏の陣も同じだね！ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/9CrekJhA5Sg


　その堀跡の反対側から見たところ/堀跡はここで右手に折れている/前方が踏切



　　その右手に折れた堀跡を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/oj-u7JhkpIw


　　さて、ここが大手口から土橋を渡って入った伝逸見曲輪の入口部分



　そこから伝逸見曲輪を見たところ/曲輪の形状は複雑に折れが連続し、低い部分は水堀だったようだ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/pkCwRh44H0o


　　　　　その左手を見たところ/遠方は三の曲輪（左手）と二の曲輪（右手）



同じく右手を見たところ/マウンドになっている部分は水堀に浮かぶ弁天社跡/左手に深沢川に沿った土塁、右手に伝大光寺
曲輪が見える



　　　　　振り返って伝逸見曲輪の入口部分を見たところ



これは伝逸見曲輪の中心部辺りに移動して弁天社跡を見たところ/その背後に伝大光寺曲輪が見える/右手は伝逸見曲輪の
入口部分 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/3FGKBFi1F0E


　　　その左手を見たところ/左手が深沢川に沿った土塁



　　　　更にその左手を見たところ/左手のマウンドを取り巻く水堀は「おくり泉水」と呼ばれるようだ



　　　　　　その左手を見たところ



　　　　　更に左手には、遠方に三の曲輪（左手）と二の曲輪（右手）が見える



　　　　これはその左手を見たところ/伝逸見曲輪の複雑な形状が見て取れる



　　更に左手を見たところ/前方が伝逸見曲輪の入口部分



　　　　さて、これは深沢川に沿った土塁/右下が深沢川



　　　　　　土塁上を前方に進む



　　右下の深沢川を見下ろしたところ



ここが「おくり泉水」 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/diYI2xfAOPo


　　　　　振り返って土塁上で、進んできた方向を見たところ/左下が深沢川



　　　　　土塁の下で、同様に見たところ/水堀だったエリアは今でも湿地状態で水路が出来ている



　　　　　　深沢川へ流れ落ちていく方向を見たところ



　　「おくり泉水」から深沢川へ下っていく地形を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/zKWFAuESvxw


　　　さて、諏訪神社へ行ってみよう



　　　　　この上部に諏訪神社があるのだが、足元の周囲には堀が巡っている



　　　　　　右手の堀を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4lEugI1TYgg


　その左手を見たところ/諏訪神社への登り口は土橋である



　　　　土橋の先の堀を見たところ



その堀越しに、諏訪神社の鎮座する上部を見上げたところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/lbulzc5BDh8


　　さて、諏訪神社の鎮座する上部に登ろう/左手は土塁 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/YloudPakfT8


　こんな塩梅の土塁が境内を巡っている



　　　　　　これが諏訪神社社殿



　　　　　実はこの諏訪神社のあるエリアは、三の曲輪の馬出しの機能を有し、「諏訪曲輪」とも言われるようだ



　　　　　左手の土塁を見たところ



土塁上で、社殿の後ろに回り込んでいる土塁を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/raj2guOb1aM


　　　こんな塩梅



その先を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/hE6Z4f8t4AA


　　　これはその土塁の背後に回っている堀の向こうから社殿方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/lc27roTmPzg


　その左手を見たところ/右手からの土塁と堀は、ここで土橋によって途切れている/手前は城外のエリア



　　これは右手の堀を覗き込んだところ



　　　　これは諏訪曲輪から三の曲輪方向を見たところ/手前は土橋/両サイドには堀が巡っている
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/euFk_DG35BA


　　右手の堀を見たところ



　　　左手の堀を見たところ/前方は三の曲輪の石垣土塁



　　　　　さて、ここから三の曲輪へと進もう/前方に四脚門が見える/左奥が諏訪曲輪のあった所



「三の曲輪」の標柱が立っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Ia8QZZLwxAY


右手を見ると三の曲輪（左手）と二の曲輪（右手）の間の堀がある （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/gDe8o2gAuLM


　　　正面がその堀越しに見た二の曲輪/広大な面積だ



　　　その右手を見たところ/この堀は当時は右前方で深沢川に落ち込んでいた （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/UwCgEOqyTkw


　　更に三の曲輪へと進む/四脚門及び築地塀・植栽で区画されたエリアが三の曲輪ということのようだ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/evl6Oqign8w


右手の一段上のエリアが三の曲輪で、左手はその虎口のエリア/左前方の虎口を進むと、先程の諏訪曲輪への土橋に繋がる



　　　　　さて、このエリアが三の曲輪/奥の少し高くなった付近（四阿の見えるエリア）は伝秩父曲輪とも呼ばれるようだ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/uFENSDPvsMg


　　　　右手を見ると「井戸」と記された標柱が立っている



　　　　その井戸を覗き込んだところ



これはその付近から二の曲輪を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/I2En4jGfoi0


その右手を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/7ZT-zhZ9GGo


　　　　　同じく左手を見たところ/正面の木々の所はマウンド（土塁）となっており、その上には稲荷神社が鎮座している



更に左手を見たところ/正面は馬出し/右手の二の曲輪の虎口から繰り出し、左手の三の曲輪へ侵入した敵を攻撃するための
足掛かりとしての機能を持つ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/kUT9famF4q4


　左手を見たところ



　　　　左側から見たところ/馬出しの背後は荒川の断崖



　　　　　そこで右手を見たところ



　　同じく左手を見たところ/この先は竪堀となって荒川に落ち込んでいるようだ



説明板



　　　　　北条流の「角馬出し」で、「御金蔵」と呼ばれていたらしい





　　　それでは馬出しへ渡ってみよう



　これが石積土塁



正面から見たところ



　　　左手を見たところ/ここが門跡



　　これは石積土塁の上から、二の曲輪（左手）と三の曲輪（右手）の間の堀を見たところ



同じく、二の曲輪の稲荷神社の鎮座する土塁方向を見たところ



下へ降りて右手を見たところ/堀底に一条の畝が見て取れる/北条流の堀にはこのような畝が縦横に並び、障子堀と呼ばれる



　　　　　同じく左手を見たところ/こちらから右手に回り込むと二の曲輪の虎口へと至る/前方下に荒川の流れが見える



　　この通路は土橋となって右上の二の曲輪へと続いている/左下は荒川の断崖



　　　左手の荒川を見下ろしたところ



　　　二の曲輪の虎口へと少し登る



　　　　そこで右手の堀を見たところ



　　　　　ここが二の曲輪の虎口



　虎口を入ると二の曲輪が広がっている



　　　　　振り返って虎口を見たところ/両サイドは土塁



左手を見ると、これが稲荷神社/土塁の上に鎮座している （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/IGzHqiT28KM


　さて、三の曲輪に戻り、伝秩父曲輪のエリアを見てみよう/前方の四阿（あずまや）の建っている辺りがそのエリアと思われる



　　　　　　前方が四阿/手前に説明板が見える/左手には石積土塁がある



説明板と、正面は復元石積土塁 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/DwkjOZciRSw




　　赤の点線が石組排水溝跡







　　　　　　2棟の掘立柱建物跡の内、四阿として表示された位置と、その手前に丸太で表示された位置が見て取れる



丸太で表示された掘立柱建物跡の位置



　　　　四阿の背後にも井戸があった/左手は石積土塁



　　こんな塩梅



これはそこから左手に石積土塁を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/lc9aH463IhM


　　　　　上の段で見たところ/石積土塁の右下は、右前方の諏訪曲輪から続く深い堀となっている



その深い堀を見下ろしたところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/licvfcBmpl4


　　　　　これは石積土塁の上から、振り返って三の曲輪を見たところ/右手前に小石が散見される



　　　　　　これがそれで、ここは庭園の池跡のようだ



　　その池の水路が前方に続いている



　　　　　　反対側から見たところ



　さて、前方が三の曲輪の復元四脚門/右手が復元石積土塁、左手は復元築地塀



四脚門から右手の石積土塁を見たところ



　右に折れた先の石積土塁を見たところ



　　　左手の築地塀の先を見たところ/中央に溝が走っており、「石組排水溝」と記された標柱が立つ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/N3EN4dJcgCg


　　　　　反対側からその排水溝跡を見たところ/手前で右手に折れている



　　　　右に折れた先はこんな塩梅



　　　　　　外側から見た四脚門



その左手を見たところ/前方が諏訪曲輪への虎口/左手が石積土塁/右手も先程の石積土塁/虎口左脇の土塁の上には、
「櫓」が建っていたと云う/正面手前の植栽で表示された部分は「蔀（しとみ）」と呼ばれる目隠しがあったようだ/説明板がある



　　　　　「櫓」と「蔀」に挟まれた空間は「武者溜り」であったとされる



　　　　虎口を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/CEhaXGWiD_c


　　これはその虎口を出て諏訪曲輪への土橋を見たところ/土橋の両サイドは堀



　左手を見たところ



　右手を見たところ



　土橋の上から左手の堀を見たところ



　同じく右手の堀を見たところ/右上は三の曲輪の石積土塁



　振り返って虎口を見たところ



　左手の石積土塁



　　　　右手の石積土塁/この上に櫓が建っていたと云う



　　　　　　虎口から武者溜りに入ったところ/正面の植栽表示が目隠しの蔀



　　これは櫓が建っていたと云う石積土塁上から三の曲輪（左手）への伝逸見曲輪のエリアを見たところ



その右手、伝逸見曲輪のエリアを見たところ/手前は、みたら池



　　　　　その右手を見たところ/前方は大手のエリア



　　　更にその右手を見たところ/堀の向こうが諏訪曲輪



その右手は正対する土塁/その下が虎口



　　もう一度、内部から虎口方向を見たところ/左手の石垣土塁上に登ってみる
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/dBz1zAIoQlE


　　　武者溜りの空間を見たところ



　　　右手に蔀と四脚門を見たところ



さて、これは二の曲輪の土塁（右手）と三の曲輪（左手）との間の堀を見たところ/土塁と堀の間の広く長い空間は城兵が守備
につく空間と云う/左手前に説明板がある （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4Gkus7W7vHo


　　　　二の曲輪には鍛冶工房があったらしい



　　　　　　堀に近づいて見たところ/この堀底には畝が造られていたと云う



　　　　これは二の曲輪で、三の曲輪方向に土塁を見たところ/当時の土塁はもっと高かったらしい
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/WmmI6kCjsfY


　　　　　別の角度から/右手の木々の所は稲荷神社



　　　　　再び、稲荷神社/城山稲荷神社というそうだ



　　　神額は稲荷神社となっている



　　　　　　振り返って見たところ/左手には土塁が続いている/左下は荒川



アップで見たところ



　土塁を見たところ



　　　　　反対側から土塁を見たところ/前方が稲荷神社



　　少し退いて、その土塁を見たところ/土塁の背後が荒川



これは稲荷神社（右手）が鎮座する土塁の脇の虎口状の所/この先が、城兵が守備につくという土塁と堀の間の広く長い空間
となっている



　　左手の土塁上で左手を見たところ



　　　そこで二の曲輪のエリアを見たところ/相当の兵がスタンバイ出来る広さだ



　　振り返って稲荷神社の鎮座する土塁方向を見たところ



　　これはそこから三の曲輪と二の曲輪の馬出しに架かる木橋方向を見たところ
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/y7PJb6wq9_U


ここに、二の曲輪の標柱があった （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/9B1vvSWzMCA


その左手を見たところ/一段下がっているが、このエリアも二の曲輪/右手の中段は通路状になっている



　反対側から見たところ/「通路」と記された標柱が立っている



　　　　これがその「通路」のようだ



その一段下がった二の曲輪から、三の曲輪方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/NWySGQekt7E


　　　さて、ここは二の曲輪の、伝逸見曲輪方向の馬出し



標柱が立っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/sOVo3UZqcF0


　　　左下には深沢川が流れている



　右手を見たところ



　これは右手から馬出しを見たところ



アップで見たところ



　右手におくり泉水のエリアを見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/gv3V8IcUPfk


さて、次は二の曲輪と本曲輪ゾーンを区画する堀跡→本曲輪・伝御殿曲輪・伝御殿下曲輪→搦め手→笹曲輪→搦手橋→
長久院跡→馬出し→外曲輪へと進んでみよう

　　👉
ここから



正面の道路は二の曲輪（左手）と本曲輪ゾーン（右手）を区画する堀跡 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/T-c75Cfs5f8


　　左手を見たところ/城山稲荷神社への行き先表示があり、こちら側が二の曲輪



　　　　右手を見ると本曲輪・伝御殿曲輪の所在する高台が右手に続いている



　　　こんな塩梅/手前の低いエリア（その右手も含めて）は伝御殿下曲輪のようだ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/m5mUF9XtgdQ


背後を見ると、こちらに堀跡が続いている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/klhIeqNKbFw


　左手の土塁を見たところ/土塁の向こう側は伝御殿下曲輪



　　　　　　右手を見たところ/前方にも土塁が見える



　　　　　　その右手を見たところ



更に右手を見たところ/この辺りも二の曲輪に属するようだ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/6KVrPnku_uM


　　　　　その端部から下を見ると深沢川が流れている



ここに「鉢形城の桜・エドヒガン」（右手の大木）の説明板があった （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/cT3TZnCbqT4




　　正面は食い違い虎口となっている



　左手を見たところ



こちら側の土塁はここで深沢川に沿って左手に折れている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/f_K4f1fxvDE


　　ここが食い違い虎口/ここを下って行くと、深沢川となる



　　　　　その先の左手を見たところ/深沢川に架かる橋が見える/その更に先は外曲輪のエリア



　　　　　　そこで振り返って食い違い虎口を見たところ



　　その左手を見たところ/左手は土塁/右手が二の曲輪の切岸ということか/こちらの先も深沢川となる



　　　　　左手の土塁を見たところ



　　　　　右手の切岸を見たところ



　　　そこを少し先に進んだところ/この先の直下が深沢川



　　　こんな塩梅/前方の上部は外曲輪で、そこに建つ鉢形城歴史館が見える



そこで振り返って見たところ/左手が切岸、右手が土塁/正面も土塁で、その背後は伝御殿下曲輪のエリア



　　左手の切岸を見たところ/右手の大きな樹木がエドヒガン



右手の土塁を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/162S3P3DbQw


　　　　　その土塁の上から、先程の食い違い虎口の深沢川側を見たところ



深沢川を渡る橋の上で左手を見たところ



　　　　　　同じく右手を見たところ



　　　　　　振り向いて今下りて来た方向を見たところ



　　　　　　その左手を見たところ



　　　　　同じく右手を見たところ



　さて、前方の上部が外曲輪のエリア



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　更に左手を見たところ/左手に深沢川が流れる



反対側から見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/KJi_XFUdCr8


　　　　　　これは深沢川の対岸を見たところ/先程下りて来た階段が見える



アップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/6cmLVw8tgAk


　　さて、ここが外曲輪のエリア/右手の建物は鉢形城歴史館



　　何やら堀跡のような溝が畝っている



これも堀であったのであろうか （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/y5uDZLPTMsE


前方には外曲輪の外周に沿って続く土塁が見える/ここで一旦、本曲輪へと戻ろう



さて、ここは二の曲輪と本曲輪ゾーンを区画する堀跡の右手、本曲輪の所在する高台を見たところ/その手前の下部は伝御殿
下曲輪のエリア



高台に近づいて見たところ/この上部が本曲輪のようだ/そこは右手にウナギの寝床の如く続いているが、右手のエリアが伝
御殿曲輪、右端が搦め手となり、笹曲輪に続いている



　　右方向を見たところ/この高台の足元にも堀が巡っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/0ZP5zSoy8eE


　そこで右手を見たところ/このエリアが伝御殿下曲輪/前方に先程の土塁が見える



　　　　　　その土塁に近づいて見たところ/右手が深沢川に下っている堀跡



　　　その土塁を左手から見たところ



　　　こんな傾斜で前方で左手に折れて続いている/土塁に囲まれた左手は伝御殿下曲輪のエリア



　　　　　前方は、その土塁が左手に折れた先の土塁



　　　アップで見たところ/土塁の向こう側下部は深沢川



　　　　　さて、本曲輪の所在する高台の中央からやや左寄りにある登り口から上部を覗いてみよう



　左手が一番高いエリアで、右手の搦め手に行くにつれて、少しづつ低くなっている



　　　　　そこで左手を見たところ



　　アップで見たところ/堀になっている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/cK9wBgqk8bU


　右手を見たところ



　　　　　左手は石垣になっている



　　　こんな塩梅



　右手を見たところ



こちらはその上部/前方に東屋が見える



　　　　こちらは左手の上部/右前方に石碑が立っている



さて、ここは本曲輪の所在する高台の中央からやや右寄りにある登り口 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/eZJfPB7Y28I


　　　　ここから上部を見てみよう



　　　左手が高台の一番高い方向で、右手が搦め手から笹曲輪へ向かう方向



　左手を見たところ



　　　　　同じく、右手を見たところ



　　　　　左手に標柱が立っている



　「伝御殿曲輪」とある/ということは、この辺りが伝御殿曲輪で、左手の高い方向へ行ったエリアが「本曲輪」ということなのか



　　　　　　左手に進もう/この辺りは伝御殿曲輪らしい



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　振り返って今登って来た所を見たところ/曲輪は前方にも続いていて（そこも伝御殿曲輪か）その先に行くと搦め手となっている



これは伝御殿曲輪にある東屋で、先程見えた東屋ということになる/説明板がある





　　　振り返って、荒川を見下ろす/前方には鉢形城の支城、花園城跡が見える （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4Ch6MCyKwMY


　　そこで左手を見ると土塁が見える



こんな塩梅/白く見える標柱が立っている



「鉢形城本丸址」とあるが、これは本曲輪、伝御殿曲輪とどう違うのであろうか/まあ、鉢形城の中心部分ということには違い
がないのであろう （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Jzgb_tD8xoY


　　　土塁の上に登って見たところ



　　　　　　反対側から見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4U2LsxwgfOw


　さて、ここは東屋のある曲輪より高い方寄りの曲輪で、先程見えた石碑の立っている曲輪



これは田山花袋の碑/明治の文豪、田山花袋の漢詩碑で、武者小路実篤の筆で「襟帯山河好　雄視関八州　古城跡空有　
一水尚東流」と刻まれているらしい （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/icumpoIktGw


　　　　　これはそこから高い方を見たところで、前方で明らかに一段高くなっている/向こう側が本曲輪ということなのか
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/L5NRmSOXu7M


　　　これは振り返って東屋のあった曲輪方向を見たところ



　さて、ここが一番高い部分/周辺に土塁が回っている/このエリアが最も重要な曲輪ということのようだ



　　　　　石碑のあった一段低い曲輪の方向を見たところ



　　　その曲輪から見下ろした荒川



　　　　　　振り返って右手を見たところ/土塁が回っているのが見て取れる



　　反対側から見たところ/左手が土塁 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4lQ2r5u2DaM


　　さて、伝御殿曲輪の標柱があった所から、搦め手・笹曲輪方向へ進んでみよう/この辺りも伝御殿曲輪のエリアなのか



　　少し進むと、一寸した土塁があった



　　　こんな塩梅



これはその土塁上から先程の伝御殿曲輪の方向を見たところ



　　　更に搦め手方向に進む/段々と地形が下がっていく （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/arrOQOdqnPg


　　　　この辺りが搦め手の虎口か



　　　　　　この先に笹曲輪がある （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/9mfF9LPev-M


　左手を見たところ



　右手を見たところ



　この下が笹曲輪



ここから下りていく



これは下りた所から、今来た搦め手方向を見たところ/右手が笹曲輪 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/PglPj7BsKS4


　　　　　　ここにも石垣があった



　　　　　　これは搦め手脇で今来た方向を見たところ



　　さて、ここが笹曲輪/前方が搦め手 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/z2JtgpFDvaA




　ここに当時の石垣が残っているようだ





　　　　　正面がその石垣らしい



これは笹曲輪にある鉢形城跡のジオラマ



　　　こんな塩梅





中央を縦に流れるのは深沢川/右手は荒川/それに沿って下から笹曲輪・搦め手・伝御殿曲輪・本曲輪（その左手に伝御殿
下曲輪）と本曲輪ゾーンが続いている/深沢川の左手は外曲輪 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/fBX-bGk_UTY


　　　　　正面に石碑が立っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/MiNdyYSGwc8


アップで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/BmfGxGsYTWY


　　　　　　その付近で反対側を見ると、土塁が見える



アップで見たところ/土塁の向こう側には深沢川が流れている



　　　　　　さて、ここは搦手橋/左前方が笹曲輪のエリア （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/4nSSeVueMIM


　左手を見ると、こんな石碑が立っていた





　　　その更に左手を見ると土塁状のマウンドが見える/これは馬出しのようだ



　少し退いて見たところ/右手が馬出し



　　　　　これはそこで左手を見たところで、正面の辺りが長久院跡のようだ



　　　　　　その左手を覗き込むと深沢川が流れている



　　　さて、この右手の道路を入って馬出しへ近づいてみよう/左手には墓地のような石造物が見える



　　そこで振り返って、前方に長久院跡のエリアを見たところ



　　　　ここが左手の墓地のような石造物/鉢形城の兵士達の供養塔のようだ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/xZ7Iwa0BWwo




　　　　北条氏の家紋が入っている





　　　こんな塩梅



　　さて、右手の道路を入って行くと、馬出しが見えてきた



　　　こんな塩梅



　民家が迫っている



　　別の角度から



　　こんなものも



　　　　　ここが馬出しだが、私有地になっているようで、これ以上は入れない



　これは別ルートで馬出しの反対側に出たところ/前方右手が馬出しで、堀が巡っている/左手は外曲輪



中央の堀が手前で右手に回り込んでいる



　右手の堀を見たところ/左上が馬出し



外曲輪から堀を見たところ/右手が馬出し （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/JbaPnlKz5xM


　　　　　これは外曲輪から堀越しに馬出しを見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/0lA8WhcHKYs


　　さて、これは左手の外曲輪/ここから深沢川（右手）に沿って鉢形城歴史館のある所まで続いている
（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/6f3ztBH9YbA


　　　こんな形状の所があったが・・・



　その辺りから馬出し方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/JSP4ArFaCKY


　　　　　　鉢形城歴史館方向へ進む/右手が深沢川



　　　　　前方に土塁が見えてきた



そこで振り返って馬出し方向を見たところ



さて、これがその土塁 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/M9zAVsXYWGo


　　　　　　土塁の左端を見たところ/ここで切れている



　　左手からそこを見ると、ここは食い違い虎口になっている/当時は右手にも土塁があったのだが・・・



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　土塁の左手は当時の堀跡



これは食い違い虎口の右手を見たところ/正面に馬出し方向に続く土塁があったのだが、削平されてしまっている/右手は堀跡



　　　その左手に広がる外曲輪を馬出し方向に見たところ



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　その左手を見たところ/窪みがあるが、堀跡のようだ/前方下は深沢川



　　　　　更にその左手を見たところ



窪みに沿って深沢川の方向に下って行く



　　　　　深沢川に架かる橋が見えてきた/この橋を渡って進むと、三の曲輪と本曲輪ゾーンを区画する堀跡の所に出る



　　　　　橋の上で右手を見たところ



　同じく左手を見たところ/左上は外曲輪



　　さて、先程の土塁の上を更に鉢形城歴史館方向へ進むと、標柱が立っていた





その先はこんな感じで折れを伴っている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/MNFyD1AWz8k


　　左下から見たところ/土塁の左手は堀跡/右手は外曲輪



　　　振り返って食い違い虎口があった方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/xoaQ8x0A0EU


その近くにも標柱が立っていた/前方が土塁で、手前は外曲輪



（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/UF9r6DJg6i4


　　その土塁を左手から順にアップで見たところ



その右手



更にその右手 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/hH6SE3kga44


　　その右端に行くと土塁が切れている



　　　　　反対に堀跡側から見たところ/前方に見える建物が鉢形城歴史館



　　　　　そこで右手を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/dAKAhEtMMSw


土塁の端部を見たところ/当時はこの左手にも土塁が続いていたと思われるが、現在は残っていない/この部分は出桝形虎口
であったらしいが・・・ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/C5pIxwSGbQ8


　さて、この通りは連雀小路/前方右手が鉢形城歴史館入口



　こちらは新小路



その先の殿原小路



こちらは鉄砲小路か



　　ここは鍛冶小路と思われる/外曲輪の外側に、住民が取り込まれて、城下町が形成されていたようだ
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